
佐
川
さ
ん
：
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど

を
利
用
し
て
大
学
を
自
分
の
目
で
見
る
こ

と
は
と
て
も
大
切
で
す
。私
の
場
合
、施
設

の
素
晴
ら
し
さ
だ
け
で
な
く
、
活
気
あ
る

学
生
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
け
が
を

し
た
時
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
ぶ
り
な

ど
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、長

女
は
「
自
分
の
周
り
で
大
体
大
に
来
た
こ

と
を
後
悔
し
て
い
る
人
は
聞
い
た
こ
と
が

な
い
。
そ
れ
は
自
信
を
持
っ
て
言
え
る
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

り
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
成
果
だ
と
思
い

ま
す
。

菅
谷
さ
ん
：
昨
年
の
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際

大
会
で
教
育
学
部
の
同
学
年
の
友
人
が

活
躍
し
、
次
男
は
す
ご
く
刺
激
を
受
け
て

い
ま
し
た
。
周
り
に
刺

激
し
あ
え
る
学
生
が
い

る
こ
と
は
と
て
も
大
切

で
す
。
ま
た
、
２
年
生
か

ら
小
学
校
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
始
ま
る

原
田
学
長
：
貴
重
な
お
話
を
い
た
だ
き
、

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。本
学
は
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
専
用
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
備
え
、

経
験
豊
富
な
教
員
と
学
生
の
距
離
の
近
さ

が
特
徴
で
、
就
職
で
高
い
実
績
を
残
し
て

い
ま
す
。一
方
で
18
歳
人
口
が
縮
減
す
る

中
、進
化
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
の「
幸
福
な

社
会
づ
く
り
」
を

目
指
す
大
学
と
し

て
、
よ
り
充
実
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
構
築
に
取
り
組

み
ま
す
。

ほ
か
、大
学
に
は
地
域
の
子
ど
も
と
触
れ
合

う
場
や
学
外
で
の
活
動
も
数
多
く
あ
り
ま

す
。
学
生
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
で
す
の

で
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
あ
っ
て
も
可
能
な
限

り
、
大
学
内
外
で
人
と
接
し
て
成
長
し
て

い
く
機
会
を
確
保
し
て
ほ
し
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。

原
田
学
長
：
お
っ
し
ゃ
る
通
り
学
外
で
の

活
動
は
重
要
で
す
。本
学
で
は
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
、
実
習
な
ど
が
充
実
し
、
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
、社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て

多
彩
な
事
業
、イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
て
い
ま

す
。今
後
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

保
護
者

×

学
長
が
語
り
合
う

原
田
学
長
：
本
日
は
保
護
者
の
方
か
ら
見

た
大
学
へ
の
感
想
、要
望
な
ど
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

菅
谷
さ
ん
：
次
男
の
大
学
選
び
で
は
剣
道

を
続
け
る
こ
と
、
教
師
か
警
察
官
を
目
指

せ
る
こ
と
が
条
件
で
、
部
を
指
導
す
る
先

生
が
素
晴
ら
し
く
和
歌
山
の
自
宅
か
ら
近

い
こ
と
も
あ
っ
て
選
び
ま
し
た
。私
は
高
校

の
教
員
で
、
職
場
に
は
大
体
大
の
先
生
が

多
く
、
皆
さ
ん
専
門
性
が
高
い
の
で
、「
こ

こ
で
頑
張
れ
ば
社
会
人
と
し
て
立
派
に

な
っ
て
く
れ
る
」と
も
思
い
ま
し
た
。

佐
川
さ
ん
：
長
女
は
教
員
志
望
で
し
た

が
、
も
し
こ
の
先
別
の
道
を
選
ん
だ
時
の

こ
と
も
心
配
し
て
い
ま
し
た
。で
も
、オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
っ
て
、大
体
大
で
は

ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て
多
様
な
勉
強
が
で
き

進
路
も
企
業
な
ど
幅
広
い
こ
と
を
知
り
、

娘
を
応
援
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

原
田
学
長
：
教
員
採
用
に
つ
い
て
は
、私
は

昨
年
40
校
以
上
の
高
校
を
訪
問
し
ま
し
た

が
、ど
の
学
校
に
も
卒
業
生
が
い
て
、校
内

で
の
評
判
は
上
々
で
し
た
。
本
学
が
誇
れ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

佐
川
さ
ん
：
長
女
は

卒
業
後
、大
阪
府
内
の

高
校
で
講
師
を
務
め

ま
す
。
１
、
２
年
生
の

こ
ろ
か
ら
懇
談
会
で
、

教
職
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
様
々
な
指
導
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
積
極
的
に
利

用
す
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
き
ま
し

た
。

菅
谷
さ
ん
：
大
体
大
の
就
職
支
援
は
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
手
厚
い
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

就
職
で
の
サ
ポ
ー
ト
内
容
は
親
に
と
っ
て

と
て
も
気
に
な
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
大
学

の
広
報
誌
を
見
る
と
教
員
採
用
試
験
の
現

役
合
格
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
（
２
０
２
１
年
度
卒
業
者
で
２
年
連

続
過
去
最
多
と
な
る
63
人
合
格
）。し
っ
か

卒
業
生
の
活
躍
を
知
り

子
ど
も
の
入
学
を
応
援

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
就
職
支
援

親
に
と
っ
て
重
要
ポ
イ
ン
ト

学
外
で
の
学
び
や
実
習
の
場

コ
ロ
ナ
禍
で
も
確
保
を

高
校
生
の
保
護
者
の
方
は

キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
て
感
じ
て
く
だ
さ
い
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1921（大正10年）
1964（昭和39年）

1965（昭和40年）

1969（昭和44年）
1970（昭和45年）
1972（昭和47年）
1975（昭和50年）
1979（昭和54年）
1981（昭和56年）
1982（昭和57年）
1986（昭和61年）

1989（平成元年）

1990（平成2年）

1992（平成4年）
1994（平成6年）

1996（平成8年）

1997（平成9年）

1999（平成11年）

2000（平成12年）
2001（平成13年）

2002（平成14年）

2003（平成15年）

 
2004（平成16年）
2005（平成17年）
2006（平成18年）

2007（平成19年）

2008（平成20年）
2010（平成22年）
2011（平成23年）
2013（平成25年）

2014（平成26年）

2015（平成27年）

2016（平成28年）

2017（平成29年）

2018（平成30年）

2021（令和3年）

11月
9月
12月
4月

3月
4月
4月
9月
4月
6月
5月
6月

4月

4月

4月
6月
9月
5月

4月

2月

4月
2月
4月

4月
8月
4月

6月
7月
3月
4月
4月

6月
4月

11月

10月
4月
4月
4月
7月
3月
4月
4月

3月

6月
7月
8月

4月

3月
4月
4月

本学園前身浪華商業実修学校創立
大阪産業大学設置認可申請書を文部省に提出
大阪体育大学に学名変更の申請書を文部省に提出
体育学部設立（大阪府茨木市）
野田三郎が初代学長に就任
第一回大阪体育大学入学式
第一回大阪体育大学卒業式
体育専攻科開設
学校体育コース、生産体育コース、社会体育コースの3コースとなる
加藤橘夫が学長に就任
全天候型陸上トラック完成（茨木）
産業体育研究所設立
新学舎、新体育館完成（茨木）
中国の西安体育学院と学術・スポーツ交流協定を結ぶ
市民へのスポーツプログラムの提供が活発化していく
熊取学舎竣工
別府哲が学長に就任
体育科学コース、学校体育コース、社会体育コース、コーチ教
育コース、健康科学コースの5コースとなる
大学院修士課程（体育学研究科）開設
新シンボルマークOTマーク決定
N号館（OUHSホール）が完成（名称は学内公募にて決定）
カナダのウェスタン・オンタリオ大学（UWO）
キネシオロジー学部と交換プログラム協定を結ぶ
田口守隆が学長に就任
体育学部 生涯スポーツ学科開設
2学科5コース（体育科学コース、体育科教育コース、コーチ教育コース、
スポーツマネジメントコース、健康スポーツ科学コース）となる
BOUHSEAR（ボーシャー）誕生
（21世紀の本学マスコットキャラクターとして公募により決定）
情報処理センター設置
P・Q号館完成
R号館（研究棟）増築
野田敏彦が学長に就任
大学院 博士後期課程（スポーツ科学研究科）開設
診療所設置
トレーニング科学センター設置
西日本初の人工芝サッカー場完成
田村清が学長に就任
健康福祉学部開設 1学科（健康福祉学科）3コース（社会福祉
コース、精神保健福祉コース、福祉マネジメントコース）制で
スタート
大阪ソーシャルサービス研究所設置
OUHSセミナーハウス完成
世界初の国際ラグビーボード（IRB）公認の人工芝ラグビー場完成
同窓会館「大阪体育大学アネックス」完成
産業体育研究所を生涯スポーツ実践研究センターに名称変更
体育学部にスポーツ教育学科、健康・スポーツマネジメント学科を新設
2学科6コース（コーチ教育コース、体育科教育コース、スポーツ心理・カウンセリングコース（日本初）、
スポーツマネジメントコース、アスレティックトレーニングコース、健康スポーツコース）となる
台湾国立体育大学と学術交流協定を結ぶ
永𠮷宏英が学長に就任
A号館（OUHS中央棟）完成
診療所の機能を充実させ、医療機関としての指定を受け、整
形外科、内科の外来診察が可能になる
屋内野球練習場完成
健康福祉学部、スポーツ福祉系・教育福祉系・ソーシャルワーク系に再編
大阪ソーシャルサービス研究所を健康福祉実践研究センターに名称変更
教職支援センター設置
第2・第3体育館に太陽光パネルを設置
第6体育館完成
岩上安孝が学長に就任
健康福祉学部募集停止
教育学部開設 1学科（教育学科）2コース（小学校教育コース、
保健体育教育コース）制でスタート
独立行政法人日本スポーツ振興センターと包括的連携協定
を締結
国立大学法人大阪大学医学系研究科と包括連携協定を締結
大体大DASHプロジェクトに着手
「開学50周年記念館」完成竣工式
トレーニングルームがリニューアルオープン
日本体育学会第67回大会を本学で開催
テーマ「スポーツと“ひと・社会”－融合と進歩の先に－」
生涯スポーツ実践研究センターと健康福祉実践研究セン
ターが合併し、社会貢献センターとして始動
健康福祉学部閉学
大阪体育大学スポーツ局を設置
原田宗彦が学長に就任
国際交流センターを新設

沿 革 開学から57年、約25,000人の卒業生を輩出

大
体
大
で
の
学
び
と
成
長

原田  宗彦佐川 弘美 様

長女が体育学部を卒業し
高校教員の道に進む

大阪体育大学学長

菅谷 千恵子 様

次男が教育学部に入学した

01

保護者の皆様へ

トップクラスの施設と経験豊富な教員。

学生の伸びしろを伸ばす環境と実績を

さらに進化させていきます。
大阪体育大学 学長 原田 宗彦



心
身
と
も
に
支
え
る

学
生
相
談

こ
こ
が
安
心
、
大
体
大
の
サ
ポ
ー
ト
。

万
一
の
ケ
ガ
や

事
故
に
備
え
た
サ
ポ
ー
ト

診
療
制
度

学
生
へ
の
サ
ポ
ー
ト

　

学
生
相
談
室
で
は
、
学
業
や
ク
ラ
ブ
活

動
、
対
人
関
係
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
連
動
し
て
ス

ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
も
設
置
し

て
い
ま
す
。
臨
床
心
理
士
や
メ
ン
タ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
士
を
は
じ
め
と
す
る
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
資
格

を
も
つ
ス
タ
ッ

フ
が
学
生
の
大

学
生
活
や
進

路
、
個
人
的
な

悩
み
な
ど
に
も

親
身
に
答
え
て

い
ま
す
。

保護者の皆様へ

04 03

学
内
に
大
阪
体
育
大
学

診
療
所
を
設
置
し
、
整
形

外
科
、
内
科
の
医
師
で
あ

る
教
員
が
常
駐
し
て
い
ま

す
。
応
急
処
置
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
レ
ン
ト
ゲ
ン

設
備
も
完
備
し
、
保
険
診

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
治

療
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
も
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ

ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

で
対
応
す
る
の
で
、
現
場

復
帰
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

医
療
費
補
助
制
度
な
ど

万
が
一
の
事
故
な
ど
に
備
え
て
、
全

学
生
を
対
象
に
、（
公
財
）日
本
国
際

教
育
支
援
協
会
が
運
営
す
る
「
学
生

教
育
研
究
災
害
傷
害
保
険
」
と
「
学

研
災
付
帯
賠
償
責
任
保
険
」
に
加
入

し
て
い
ま
す
。
診
療
所
で
の
保
険
診

療
の
自
己
負
担
分
は
、
大
阪
体
育
大

学
教
育
後
援
会
「
傷
害
治
療
援
助
」

制
度
で
カ
バ
ー
し
ま
す
。

就
職
活
動
も
全
面
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

卒
業
後
の
進
路

大
阪
体
育
大
学
で
４
年
間
学
ぶ
な
か
で
、
進
路
を
探

求
し
夢
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ

ン
タ
ー
、教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
が
一
体
と
な
り
学
生
の

進
路
実
現
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

95.9％
22.1％

％98.7

就職実績

就職率 体
育
学
部

教
育
学
部

就職率

学
校
関
係

9.9 ％

公
務
員

38.3％

一
般
企
業

6.9 ％

生
涯
ス
ポ
ー
ツ

61.7％

学
校
関
係

6.2％

公
務
員

21.0％

一
般
企
業

2.5％

進
学
・
留
学

他
に
も
、プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
進
路
も
。

！

他
に
も
、医
療
・
福
祉
へ
の
進
路
も
。

！

主
な
就
職
先
は
１
４
ぺ
ー
ジ
に
記
載
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学
費

奨
学
金

学
生
が
勉
学
や
ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
み
、充
実
し
た
学
生
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、日
本
学
生
支
援
機
構
や
本
学
独
自
の
も

の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
奨
学
金
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
学
で

は
例
年
、半
数
以
上
の
学
生
が
奨
学
金
制
度
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

◆１年次に必要となる費用

◆２年次以降に必要となる費用

体育学部・教育学部(2023年度予定)

上記の他に学外実習費が必要です。費用は学外実習時に別途徴収いたします。

大
阪
体
育
大
学
独
自
の
奨
学
金
制
度

保護者の皆様へ

入
学
時
、２
年
次
以
降
に
必
要
と
な
る
費
用
で
す
。

入 学 金

授 業 料

施 設 費

教 具 ・ 教 材 費

図 書 費

学 友 会 入 会 金

学 友 会 費

同 窓 会 入 会 金

教 育 後 援 会 費

250,000

960,000

230,000

12,000

10,000

5,000

7,000

20,000

12,000

1,506,000

250,000

480,000

115,000

12,000

10,000

5,000

7,000

20,000

12,000

911,000

480,000

115,000

595,000計

※単位（円）

※単位（円）

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

1年次

年　　額 前　　期 後　　期

授 業 料

施 設 費

教 具 ・ 教 材 費

960,000

230,000

12,000

計

2年次以降

年　　額

図 書 費

学 友 会 費

教 育 後 援 会 費

10,000

7,000

12,000

1,231,000

ス
ポ
ー
ツ
特
別
総
合
型
選
抜
入
試
合
格
者
の
う
ち
、

特
に
競
技
力
に
優
れ
て
い
る
者
を
対
象
と
し
た
奨
学

金
制
度
で
す
。
授
業
料
や
施
設
費
等
の
免
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
奨
学
金
制
度

体
育
学
部
・
教
育
学
部
の
一
般
選
抜
高
得
点
２
教
科
型

合
格
者
の
う
ち
、
入
学
試
験
成
績
上
位
の
若
干
名
が

１
年
次
の
授
業
料
全
額
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

入
学
試
験
成
績
優
秀
者
奨
学
金
制
度

各
年
次
の
成
績
上
位
者
を
若
干
名
選
考
し
ま
す
。選
ば

れ
た
学
業
成
績
優
秀
者
は
次
の
年
次
の
授
業
料
全
額
免

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
業
成
績
優
秀
者
奨
学
金
制
度

２
０
２
１
年
の
学
園
創
立
１
０
０
周
年
を
契
機
に
、浪

商
学
園
の
発
展
に
大
き
く
尽
力
し
た
野
田
三
郎
の
功
績

を
た
た
え
、建
学
の
精
神
を
尊
び
、人
材
の
育
成
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
に
設
立
し
た
奨
学
金
で
す
。学
業
成
績

優
秀
者
に
対
し
て
学
資
金
援
助
を
行
い
ま
す
。

浪
商
学
園
創
立
１
０
０
周
年
記
念
奨
学
金

（
野
田
三
郎
奨
学
金
）

学
力
・
人
物
・
家
計
な
ど
の
推
薦
基
準
に
よ
り
学
内
推

薦
を
受
け
、日
本
学
生
支
援
機
構
に
よ
る
審
査
を
経
て

採
否
が
決
定
す
る
奨
学
金
制
度
で
す
。募
集
は
す
べ
て

学
内
メ
ー
ル
で
告
知
し
ま
す
。

日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
制
度

※詳しくは、日本学生支援機構のホームページ（奨学金の制度・貸与型）をご覧ください。

※詳しくは、日本学生支援機構のホームページ（奨学金の制度・給付型）をご覧ください。

貸与種別 募集時期 出願資格 貸与月額年次

第一種奨学金
（無利子）

1年生 毎年 春
高校の最終2カ年の
評定平均が
3.5以上の者

大学の前年までの
成績が

上位1/3以内の者

自宅 ： 54,000円
（または2・3・4万円）

自宅外 ： 64,000円
（または2・3・4・5万円）

優れた学生であって
経済的理由により
修学困難な者

2～12万円の中から
選択

毎年 春

毎年 春秋

毎年 春秋

2年生
以上

1年生

2年生
以上

第二種奨学金
（有利子）

2020年4月から国の修学支援新制度として始まりました。世帯収入要件に合う学生を対象とした、授
業料と入学金の免除または減額や、給付型奨学金（返還が不要な奨学金）などがあります。

貸与型（返還が必要）

給付型（返還が不要）

民
間
団
体
な
ど
に
よ
る
奨
学
金
制
度
で
、入
学
試
験
の

成
績
、高
校
時
代
の
成
績
な
ど
厳
し
い
条
件
が
つ
き
ま

す
。募
集
は
す
べ
て
学
内
メ
ー
ル
で
告
知
し
ま
す
が
、

地
方
自
治
体
が
定
め
る
奨
学
金
は
自
治
体
の
H
P

な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

民
間
団
体
な
ど
の
奨
学
金
制
度

50,000円

20,000円

30,000円

大阪府内の大学に在学し、
成績基準・家計基準が
本会の定める基準を
満たしている者

大阪府内の大学に在学し、
学業、人物ともに優秀であり、

学費納入の支弁が
困難と認められる者

大阪府内の大学に在学する
学術優秀であり、
経済的な理由により

修学が困難と認められた者

奨学団体 主な出願資格 種別 月額対象年次

小野奨学会

全学年 給付大東育英会

奥村奨学会

◆
ご
入
金
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

高
校
３
年
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

合
格
者
に
は
入
学
に
関
す
る

書
類
を
送
付
い
た
し
ま
す

受
験
種
別
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た

入
学
手
続
締
日
ま
で
に
入
学
金
・

授
業
料
な
ど
お
振
り
込
み
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

金
融
機
関
か
ら

お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

受験合格振込

年額一括納入の場合

1,506,000円

前後期分割納入の場合

911,000円


